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３
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新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
の
骨
子（
案
）に

�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
は
昭
和

34
年
の
建
設
か
ら
59
年
、
東
庁
舎

は
49
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
上
、
事
務
室
の
狭
さ
、

非
効
率
な
配
置
、
危
機
管
理
拠
点

と
し
て
の
機
能
不
足
な
ど
、
利
便

性
や
防
災
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
将
来
世

代
の
た
め
の
ハ
ー
ド
整
備
と
位
置

付
け
、
新
庁
舎
の
建
設
計
画
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
始
め

に
建
設
場
所
の
検
証
を
行
い
、
昨

年
９
月
、
現
在
地
を
新
庁
舎
の
建

設
場
所
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市

議
会
に
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
10
月
に
は
、
有

識
者
や
公
募
市
民
等
で
構
成
す
る

「
新
庁
舎
建
設
市
民
懇
話
会
」
を

設
置
し
、
新
庁
舎
の
あ
り
方
や
コ

ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
議
論
を
始
め

る
と
と
も
に
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
を
数
回
に
わ
た
っ
て
開
催

し
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
皆
さ

　

 

新
庁
舎
建
設
に�

�

臨
む
基
本
姿
勢　

○
量
よ
り
質
。
ハ
コ
（
ハ
ー
ド
）

１

だ
け
で
は
な
く
、
知
恵
（
ソ
フ

ト
）
を
出
し
て
問
題
の
解
決
に

当
た
る
。

○
市
民
感
覚
、
民
間
感
覚
、
将
来

世
代
の
視
点
で
考
え
、
未
来
志

向
型
の
庁
舎
を
目
指
す
。

○
市
役
所
庁
舎
を
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
核
の
一
つ
と
捉
え
、
創

る
過
程
を
市
民
と
共
有
す
る
。

　

 

新
庁
舎
の
理
念

　

時
代
の
先
を
読
み
、
変
化
し
続

け
る
力
を
備
え
た
、“
ひ
と
”
や

“
ま
ち
”
を
結
ぶ
庁
舎

　

 

新
庁
舎
建
設
の�

�

基
本
的
な
考
え
方　

【
分
か
り
や
す
さ
・
使
い
や
す
さ
を�

�

実
感
で
き
る
庁
舎
】

　
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
庁
舎
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
実
現
し
た
庁
舎
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
執
務

環
境
が
整
え
ら
れ
た
庁
舎
な
ど

【
松
本
城
と
共
に
時
を
刻
む
庁
舎
】

　
松
本
城
と
調
和
す
る
庁
舎
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
す
る
庁
舎
、
ゆ

と
り
と
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
敷
地

空
間
づ
く
り
な
ど

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

�

芽
生
え
る
庁
舎
】

　
交
流
・
対
話
が
生
ま
れ
る
庁
舎
、

市
民
と
行
政
の
共
創
・
協
働
が
育

ま
れ
る
庁
舎
、
市
民
と
と
も
に
議

会
権
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
庁
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舎
な
ど

【
コ
ン
パ
ク
ト
＋

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
庁
舎
】

　
市
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
拠
点

を
生
か
し
支
え
る
庁
舎
、
組
織
体

制
を
見
直
し
、
庁
舎
機
能
を
適
切

に
配
置
し
た
庁
舎
、
職
員
間
・
組

織
間
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、
小

さ
く
て
も
役
に
立
つ
庁
舎

【
新
た
な
時
代
の
オ
フ
ィ
ス
像
を

�

提
案
す
る
庁
舎
】

　
働
き
方
改
革
の
姿
を
示
す
庁
舎
、

健
康
経
営
を
実
践
し
社
会
に
は
た

ら
き
か
け
る
庁
舎
、
最
新
の
技
術

を
活
用
で
き
る
庁
舎
な
ど

【
リ
ス
ク
に
備
え
る
庁
舎
】

　
災
害
対
応
力
が
発
揮
で
き
る
庁

舎
、
個
人
情
報
や
行
政
情
報
を
守

る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ

れ
た
庁
舎
、
高
い
防
犯
性
が
確
保

さ
れ
た
庁
舎
な
ど

【
世
代
を
超
え
て

�

受
け
継
が
れ
て
い
く
庁
舎
】

　
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
庁

舎
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
（
柔
軟
に

応
用
が
き
く
）
庁
舎
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
（
持
続
可
能
性
の
高
い
）

庁
舎
、
長
い
目
で
見
て
お
財
布
に

や
さ
し
い
庁
舎
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
効
率
を
高
め
る
な
ど
環
境
に

や
さ
し
い
庁
舎
な
ど

ん
か
ら
多
様
な
ご
意
見
や
ご
提
案

を
お
聴
き
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
れ
ら
の
貴
重
な
声
を

元
に
、
新
庁
舎
の
理
念
や
基
本
的

な
考
え
方
な
ど
を
ま
と
め
た
「
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
の
骨
子

（
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の

骨
子
（
案
）
に
対
し
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、

基
本
構
想
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

意
見
募
集
と
市
民
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
の
骨
子（
案
）の
内
容

　
松
本
市
役
所
庁
舎
の
老
朽
化
、
利
便
性
や
防
災
等
で
抱
え
る
問
題
を
改
善
す
る
た
め
、
新
庁
舎
の

建
設
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
新
庁
舎
の
理
念
や
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を
ま
と
め
た
「
新
庁

舎
建
設
基
本
構
想
」
の
骨
子
（
案
）
に
対
し
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
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新
庁
舎
の
位
置

　

現
在
地
お
よ
び
市
民
等
か
ら
意

見
の
あ
っ
た
場
所
を
検
証
の
上
、

市
議
会
と
の
協
議
・
了
承
を
得
て
、

現
庁
舎
が
建
つ
現
在
地
に
決
定

（
現
地
建
て
替
え
）

【
選
定
理
由
】

○
現
時
点
で
試
算
し
た
最
大
規
模

の
庁
舎
が
お
お
む
ね
建
設
可
能

○
松
本
の
ま
ち
づ
く
り
や
市
政
運

営
の
方
針
等
と
整
合

○
４
つ
の
視
点（
①
歴
史
性
・
将

来
性　

②
利
便
性　

③
実
現

性
・
実
用
性　

④
経
済
性
）で

評
価
し
た
結
果
、庁
舎
用
地
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ
る
。

【
そ
の
他
の
意
見
、
提
案
地
】

　

市
民
等
か
ら
意
見
の
あ
っ
た
４

地
点（
深
志
２
丁
目
交
差
点
付
近
、

合
同
庁
舎
付
近
、南
松
本
駅
付
近
、

平
田
駅
西
側
）は
、都
市
計
画
や
市

有
地
の
有
無
等
か
ら
、困
難
と
判
断

【
留
意
す
べ
き
事
項
】

◦
景
観
や
眺
望
へ
の
配
慮

◦
圧
迫
感
の
払
拭

◦
周
辺
住
民
へ
の
配
慮

◦
埋
蔵
文
化
財

◦
機
能
的
な
配
置
と

　

庁
舎
間
の
回
遊
性
確
保

◦
建
設
手
順
や

　

仮
庁
舎
の
継
続
活
用

4

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

基本構想策定

基本計画策定
（PFI導入可能性調査を含む）

設計、施工等
供用開始

◦
駐
車
場
確
保

◦
免
震
等
災
害
対
策

◦
行
政
組
織
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

仕
事
の
仕
方
の
見
直
し

◦
中
核
市
へ
の
移
行

◦
機
能
分
離

◦
人
口
減
少
や
働
き
方
改
革
な
ど　

社
会
情
勢
の
変
化

◦
民
間
資
金
の
活
用
等

　 

新
庁
舎
の
規
模
の
考
え
方

　

現
状
の
庁
舎
規
模
や
市
民
感
覚

と
離
れ
な
い
よ
う
、
無
駄
の
な
い

コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
を
目
指
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
配
置
す
べ
き

機
能
等
の
検
討
を
行
っ
た
後
、
基

本
計
画
で
定
め
ま
す
。

　

 

事
業
費
と
手
法
の
考
え
方

【
事
業
費
】

○
将
来
世
代
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
可
能
な
限
り
コ
ス
ト
節
減

に
努
め
ま
す
。

○
具
体
的
な
事
業
費
は
、
今
後
、

設
計
の
段
階
で
算
出
し
ま
す
。

○
建
設
事
業
に
要
す
る
財
源
に
充

て
る
た
め
、
基
金
を
計
画
的
に

積
み
立
て
ま
す
。

【
事
業
手
法
】

○
設
計
施
工
分
離
発
注
方
式
、
設

56

計
施
工
一
括
発
注
方
式
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
、
リ
ー
ス
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
手
法
が
あ
り
ま
す
。

○
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入
優

先
的
検
討
規
程
に
基
づ
き
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
導
入
可
能
性
を
調
査
し
、

調
査
結
果
に
従
い
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

導
入
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
：
公
民
が
連
携
し
て
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
枠

組
み
の
総
称

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
：
公
共
施
設
等
の
建
設
、

維
持
管
理
等
に
民
間
の
資
金
、

経
営
能
力
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
同
一
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を

よ
り
安
く
、
ま
た
は
同
一
価
格

で
よ
り
上
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
手
法

○
民
間
活
力
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

　 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

7

上記のスケジュールを念頭に、基本計画策定
過程で改めてスケジュールを見直します。

ご意見をお寄せください
　この新庁舎建設基本構想の骨子（案）に対してご意見をお寄せいただく方法は、
次のとおりです。多くの皆さんからのご意見、ご参加をお待ちしています。

 意見の提出（パブリックコメント） 
●意見を提出できる方　
　市内に在住、在勤、在学の方
●意見の募集期間　
　4月25日㈬～5月24日㈭
●閲覧場所　
　市ホームページ
　各地域づくりセンターの窓口
　行政情報コーナー（本庁舎1階）
　政策課（本庁舎3階）

●提出方法　
・メール（seisaku@city.matsumoto.lg.jp）
・郵送（〒390－8620　住所不要）
・ファクス
・直接閲覧場所へ提出

 市民説明会　※事前予約不要 
●日時・会場　 5月 9日㈬午後7時
　（なんなんひろば大会議室）
●日時・会場　 5月12日㈯午後2時
　（Mウイング3 － 1）
　※両会場、託児（無料）と手話・要約筆記あり
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